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は　じ　め　に
日本獣医師会では，「女性獣医
師が活躍しやすい環境は全ての獣
医師が活躍しやすい環境であ
る」をコンセプトに，女性獣医師
支援特別委員会（平成 25～26年
度），女性獣医師支援対策検討委
員会（平成 27～30年度）及び女

性獣医師活躍推進委員会（令和元～6年度）を設置し，
全ての獣医師が活躍できる環境づくりを目指して具体的
な提案や取組みを続けている．
平成 26年 1月には，獣医師全体の就業状況，女性の
就業支援の整備状況などについて実態を把握するため
「獣医師の就業環境等に関する現況調査」を実施（以下，
「前回」という）し，課題の分析と検討を行った．それ
から約 10年が経過し，社会情勢や獣医師を取り巻く環
境が大きく変化したことから，新たにアンケート調査を
実施したので，その概要について報告する．

調　査　方　法
令和 6年 8月 10日から同年 10月 31日まで，日本獣
医師会の専用WEBサイトによりオンライン調査を実施
した．

調　査　結　果
1　回　答　者
（1）回答者数及び属性

4,165名から回答があり，前回（4,371名）とほぼ同
規模の調査となった．回答者の性別は，男性 2,125名
（51.0％），女性1,912名（45.9％）とほぼ同じ割合となった．
回答者の地域分布及び現在の業務の種類は図 1のとお
りである．全国から回答を得られたが，令和 4年 12月
末現在の獣医師法第 22条に基づく届出（以下，「22条
届出」という）の地域割合と比較すると，関東地方から
の回答率が低く，東北及び九州地方からの回答率が高く
なった．業務別では「診療以外の業務であって獣医学上

の知識を必要とする業務」が 71％を占め，その多くは
公務員であった．産業動物診療と小動物診療はそれぞれ
約 10％だったが，小動物診療に従事する獣医師は 22条
届出で 40％を占めることからみると，回答率が非常に
低くなっている．

（2）職域の分類
調査の分析に当たり，職域の分類を前回と同じとする
ため，現在の業務が産業動物診療（以下，「産業動物」
という．），小動物診療（以下，「小動物」という．），現
在の勤務先が国・都道府県・市町村と回答した「公務
員」の 3つとし，各属性の比較を行った．
なお，産業動物と回答した人のうち 76人（産業動物

の 18.4％），小動物と回答した人のうち 5人（小動物の
1.1％）は，現在の勤務先が国・都道府県・市町村と回
答した公務員であった．

（3）回答者の性別，年齢別分布
回答者の性別と職域及び年齢分布を図 2にまとめた．

20代から 40代の回答者数は女性の方が多く，特に男性
の 20代の小動物は少なく，女性の 40代の公務員が多く
なっている．60代以上からの回答者数が前回より増え
ており，定年延長や再任用が増えたためと考えられる．

2　結　　　果
（1）仕事上の不安や負担
図 3は，現在，仕事をしていて不安や負担に思うこと
について，「とても思う」から「まったく思わない」の
5段階で回答を得た結果である．「とても思う」「やや思
う」の合計は，『給料が安い』の 56％が最も多く，次い
で『知識や経験が不足』の 46％となった．それ以外の
項目は全て「あまり思わない」「思わない」の合計が「と
ても思う」「やや思う」の合計より多くなった．
図 4は各項目について「とても思う」「やや思う」を

合わせた割合を男女で比較したもので，全体的に女性の
割合が高く，不安や負担を感じることが多かった．『妊
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娠中に仕事ができるか心配』『仕事と育児の両立がうま
くいかない』『仕事と家事の両立がうまくいかない』と
いった項目とともに，『技術的に自信がない』『体力に自
信がない』『知識や経験が不足』でも男女差が大きくなっ
ている．
図5は職域別に比較した結果で，『労働時間が長い』『休
暇がとれない』『仕事と育児の両立がうまくいかない』『仕
事と家事の両立がうまくいかない』では小動物で突出し
ている．『知識や経験が不足している』と『給料が安い』
は全ての職域で 40％以上と高くなっているが，特に後
者は公務員で 60％を超えている．『やりがいを見つけら
れない』は公務員が突出している．
図 6は前回（グラフの「H26」，以下同じ）と今回（グ

ラフの「R6」，以下同じ）の結果を比較したもので，『休
暇がとれない』以外全ての項目が前回より多くなってい
る．特に『体力に自信がない』『やりがいを見つけられ
ない』は，前回より 10％以上増えている．

（2）女性の就業支援整備状況
職場での女性の就業支援の整備状況について，「十分
整備」から「不十分」まで 5段階で回答を得た結果が図
7である．「十分整備」「ほぼ整備」の合計は，『男女差
のない研修制度』が 76％と最も多く，『子育てを支援す
るための休暇制度』『男女差のない給与形態，昇級・昇
格の仕組み』『女性専用トイレや更衣室の整備』『有給休
暇の取得がしやすい雰囲気づくり』『産休等の制度に関
する職場での広報・周知』では 60％を超えている．一
方，「不十分」「やや不十分」の合計では『産休・育休取
得者の代替職員を確保しやすい環境の整備』が 53％と
最も多く，次いで『肉体的負担を軽減する作業補助具等
の整備』が 43％となった．今回は『ハラスメント対策』
と『カウンセラーなどの専門家によるメンタル面のサ
ポート』の 2つの項目を追加し，「十分整備」「ほぼ整備」
の合計が『ハラスメント対策』では 48％となっている
が，『専門家によるメンタル面のサポート』では 34％に
とどまるとともに，「不十分」「やや不十分」の合計も
31％であった．
図 8は，各項目の「十分整備」「ほぼ整備」の合計を
男女で比較したもので，全体の傾向に大きな差はない
が，男性が女性より多くなっている項目が 20項目中 15

項目あった．その中で『残業・時間外労働の負荷軽減』
『男女差のない給与形態，昇級・昇格の仕組み』は比較
的差が大きくなっている．
図 9は職域別にまとめたもので，全体に公務員，次い
で産業動物の割合が多く，小動物では特に『専門家によ
るメンタル面のサポート』が 7％と最も低かった．『肉
体的負担を軽減する作業補助器具等の整備』は産業動物
が最も多いが，全職域が 20％以下となっている．

図 10は前回との比較で，『保育園等の送迎が可能な
勤務時間を選択できる仕組み』『有給休暇の取得がしや
すい雰囲気づくり』では前回より 12％以上回答が増え
たのをはじめ，『子育てを支援するための休暇制度の整
備』など 12項目で回答割合が多くなった．一方，『女
性用の仕事用衣服の支給』『肉体的負担の大きい職務内
容の適切な分掌』などの項目では減少している．

（3）離職の理由
これまで獣医学上の知識を必要とする業務から離れた
ことがあるかとの問いについて，前回と今回を比較して
まとめたものが図 11である．『獣医学上の知識を必要
とする業務から離れたことはない』は前回 73％，今回
70％とほぼ同じ割合だった．離職経験者の離職理由は，
『人事異動』が最も多いが，前回よりは減っている．次
いで『妊娠・出産』『精神的に疲れる仕事だった』『育児』
が多く，いずれも前回より増加している．

（4）転職・就職する場合の情報収集
図 12は，転職や再就職する場合の情報収集の方法に
ついて，情報収集元にするものと，その中で最も役に立
つ情報が得られると思うものを回答してもらった結果で
ある．今回は SNSに関する項目を追加した．ホームペー
ジから SNSまで幅広い情報を活用したいと考えている
人が多く，その中で最も役に立つ情報として『民間の転
職・求人サイト』が最多となった．

（5）自 由 意 見
女性獣医師の就業環境の現在の職場の問題点や制度的
な改善が必要な部分などについて，2,019人（男性 789

人，女性 1,180人，その他・回答なし 50人）から自由
意見が寄せられた．全体的に人員不足と代替職員に関す
る記述が多かったことは，女性の就業支援の整備状況に
関する回答とも共通している．また，多くの人が産休・
育休などの制度に対する理解があるものの，そのために
業務の負担が増える人への配慮や支援策を求める意見
が，性別や年齢に関係なく多く寄せられた．

3　ま　と　め
今回の調査では，回答者の性別や地域に大きな偏りは
なかったが，診療分野の回答が少なく，全体として公務
員の意見が強く反映される結果となった．特に小動物診
療分野の回答率が低かったが，現状や課題はある程度抽
出できたと思う．
仕事の不安や負担に感じることでは，「収入が少ない」
が最多で，前回調査より増えており，職域に関係なく獣
医師の処遇改善は喫緊の課題である．次いで「知識や経
験が不足している」が多く，リスキリングの機会を増やす
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ための仕組みや制度を充実させる必要がある．女性では
「技術的に自信がない」という回答も多かったことから，
産休・育休からの復職や転職・再就職を支援する取組み
も重要と考えられる．小動物診療では，労働時間や休暇
取得など働き方改革を推進し，仕事と育児・家事を両立
しながら働き続けられる環境づくりが求められている．
女性の就業支援の整備状況について，「産休・育休取
得者の代替職員を容易に確保しやすい環境の整備」で不
十分という回答が最も多く，産休・育休制度が整ってき
た一方で，周囲の負担増や人員不足を悪化させる要因に
なっていると考えられ，早急に対策が必要である．また
性別や世代による認識の差があることから，職場全体の
共通認識を持てるようコミュニケーションの推進が重要
である．職域によって整備状況が大きく異なるため，職
域あるいは経営形態など，職場の状況に応じた対策が必
要となっている．
今回の調査では，メンタル面のサポートや相談窓口の
整備など，ソフト面の支援策が求められていることが明
らかになった．さらに，約 3割の獣医師が獣医学上の知
識を必要とする業務から離れた経験があり，その離職理
由として「精神的に疲れる仕事だった」が前回に比べ大
幅に増加したことから，メンタル面のケアが離職防止の
うえでも重要と考えられる．
なお詳細な結果については，日本獣医師会の「女性獣
医師応援ポータルサイト」に掲載している今期委員会報
告書「女性獣医師活躍推進委員会報告 獣医師の働き方

改革とワーク・ライフ・バランスの実現への取組─全て
の獣医師が活躍できる未来ある職場づくりのために─」
とシンポジウムの動画をぜひご覧いただきたい．

URL：  https://www.nichiju-shien.com/suppor t-

solution/#s3

最　　後　　に
女性獣医師は年々増加しており，女性が安心して働き
続けられる環境の整備は，安定した獣医療の提供に不可
欠なものである．獣医師の 4割が小動物診療に従事し，
学生の半数近くが小動物診療を目指すなかで，この分野
で女性が継続して働ける環境の整備は特に重要である．
近年，男性も含め育休や育児休業などの制度は整備され
てきたが，代替職員の確保が難しく，周囲への影響など問
題が浮き彫りになった．背景には産業動物獣医師や公務
員の不足，地域偏在などの問題があると考えられ，総合
的な対策を検討する必要がある．また，メンタル面のサ
ポートが重要となっているが，個人経営などでは対応が
難しく，獣医師会などによる横断的な対策を期待したい．
獣医師が魅力ある職業として働き続けるために，全て
の獣医師の働き方改革を推進するとともに，飼い主や農
家など獣医師を取り巻く人たちにも理解を求めていくこ
とが必要であると思う．
今回の調査結果が，各職場の課題解決や，国，都道府
県，獣医師会など関係者が一体となって協力・支援する
体制づくりの一助となることを願っている．

n＝4165
産業動物診療
（牛・馬・豚・鶏・
その他）9.9％

小動物診療
（犬・猫・
小鳥）10.7％

1及び 2
以外の
診療
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診療以外の業務であって
獣医学上の知識を
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図 1　回答者の属性（地域及び業務）
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図 3　仕事上の不安や負担
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図 2　回答者の職域・年齢分布
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期待していた仕事の内容ではない

技術的に自信がない

体力に自信がない

家族の理解が得られない

知識や経験が不足している

給料が安い（収入が少ない）

やりがいを見つけられない

仕事上の人間関係がうまくいかない

仕事と育児との両立がうまくいかない
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妊娠中に仕事ができるか心配

仕事と家事の両立がうまくいかない

必要なときに短時間の勤務ができない

男性
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図 4　仕事上の不安や負担：「とても思う」「やや思う」と回答した人の割合（男女別）
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図 5　仕事上の不安や負担：「とても思う」「やや思う」と回答した人の割合（職域別）
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6.6

18.9

7.4

8.2

5.9

6.2

5.4

6.8

31.4

12.7

14.9

11.3

9.9

12.6

8.6

15.5

1.5

1.5

1.4

1.4

1.2

1.4

1.5

1.4

1.3

1.5
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20％ 40％ 60％ 80％ 100％0％
子育てを支援するための休暇制度

男女差のない研修制度

男女差のない給与形態，昇級・昇格の仕組み

女性用の仕事用衣服の支給

女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備

肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

保育園等の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み

有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり

出張や外部研修への参加を減免する仕組み

上司・同僚からの理解を得るための機会

産休や育休等の制度に関する職場での広報・周知

産休・育休取得者の代替職員を確保しやすい環境の整備

休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実

休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減

休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整備

子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

ハラスメント対策

カウンセラーなど専門家によるメンタル面のサポート

n＝4135

十分整備されていると思う ほぼ整備されていると思う どちらともいえない やや不十分だと思う 不十分だと思う 無回答

図 7　女性の就業支援の整備状況

0％ 20％ 40％ 60％
労働時間が長い

休暇がとれない

転勤が多い

体力に自信がない

期待していた仕事の内容ではない

技術的に自信がない

家族の理解が得られない

知識や経験が不足している

給料が安い（収入が少ない）

やりがいを見つけられない

仕事上の人間関係がうまくいかない

仕事と育児との両立がうまくいかない

仕事と介護の両立がうまくいかない

妊娠中に仕事ができるか心配

仕事と家事の両立がうまくいかない

必要なときに短時間の勤務ができない

H26

R6

図 6　仕事上の不安や負担：「とても思う」「やや思う」と回答した人の割合（前回との比較）
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％
子育てを支援するための休暇制度の整備

男女差のない研修制度
男女差のない給与形態，昇級・昇格の仕組み

女性用の仕事用衣服の支給
女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備
肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

保育園等の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み
有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり
出張や外部研修への参加を減免する仕組み
上司・同僚からの理解を得るための機会

産休や育休等の制度に関する職場での広報・周知
産休・育休取得者の代替職員を確保しやすい環境の整備
休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実
休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減
休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整備
子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

ハラスメント対策
カウンセラーなどの専門家によるメンタル面のサポート

男性

女性

図 8　女性の就業支援の整備状況：「十分整備」「ほぼ整備」と回答した人の割合（男女別）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％
子育てを支援するための休暇制度の整備

男女差のない研修制度

男女差のない給与形態，昇級・昇格の仕組み

女性用の仕事用衣服の支給

女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備

肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

保育園等の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み

有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり

出張や外部研修への参加を減免する仕組み

上司・同僚からの理解を得るための機会

産休や育休等の制度に関する職場での広報・周知

産休・育休取得者の代替職員を確保しやすい環境の整備

休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実

休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減

休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整備

子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

ハラスメント対策

カウンセラーなどの専門家によるメンタル面のサポート

産業動物
小動物
公務員

図 9　女性の就業支援の整備状況：「十分整備」「ほぼ整備」と回答した人の割合（職域別）
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0％ 20％ 40％ 60％ 80％
子育てを支援するための休暇制度の整備

男女差のない研修制度
男女差のない給与形態，昇級・昇格の仕組み

女性用の仕事用衣服の支給
女性専用のトイレや更衣室の整備

肉体的負担を軽減する作業補助器具等の整備
肉体的負担の大きい職務内容の適切な分掌

保育園等の送迎が可能な勤務時間を選択できる仕組み
有給休暇の取得がしやすい雰囲気づくり
出張や外部研修への参加を減免する仕組み
上司・同僚からの理解を得るための機会

産休や育休等の制度に関する職場での広報・周知
産休・育休取得者の代替職員を確保しやすい環境の整備
休業からスムーズに復帰できるための研修等の充実
休業中も職場の動きや情報を得られるような仕組み

残業・時間外労働の負荷軽減
休業からの復職などに関する組織内の相談窓口の整備
子育てと仕事を両立しているモデルケースの紹介

H26

R6

図 10　女性の就業支援の整備状況：「十分整備」「ほぼ整備」と回答した人の割合（前回との比較）

0％ 5％ 10％

精神的に疲れる仕事だった

体力的に自信がなかった

技術的に自信がなかった

業務内容に収入が見合っていなかった

自分には向いていない仕事だった

スキルアップやキャリアアップが望めなかった

短時間勤務なら可能だったがその時の職場では難しかった

時間の融通がきかなかった，休みが取れなかった

家の近くに適当な職場がなかった

他にやりたい仕事があった

他にやりたいこと（趣味や勉強など）があった

家事

結婚

妊娠・出産

育児

介護

人事異動

その他の事情（夫の転勤，家族の反対など）

獣医学上の知識を必要とする仕事を離れたことはない

H26

R6

図 11　獣医学上の知識を必要とする業務からの離職理由（前回との比較，複数回答）
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0％ 20％ 40％ 60％

獣医療関係のホームページ

民間の転職・求人サイト

大学の就職課やゼミの先生・先輩など

ハローワーク

就職情報誌や専門雑誌など

地方自治体のホームページ

求人側のホームページやチラシ

求人側の公式 SNS

公式以外の SNS

知人や友人の紹介・口コミ

その他

特に自分から情報は集めない

情報収集元（複数回答） 最も役立つ情報が得られると思うもの

図 12　転職・就職する場合の情報収集方法


